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リュウキュウイノモトソウ（E『巴減sびBUAow“Sjsノ由来
キチナーゼの構造と抗真菌活性

ＰＧ-４

平良東紀・翁長彰子・石原昌信

琉球大学農学部生物資源科学科

【目的】現在，農業や医療現場において，有効で安全な抗真菌剤が求めら

れている。我々は琉球列島に自生する多様な植物の遺伝子資源を利用した抗真

菌剤の開発を目指している。我々は抗真菌剤の候補としてキチナーゼ（キチン

分解酵素）に注目している。植物のキチナーゼは病原性真菌の主な細胞壁構成

成分であるキチンを分解することによって，真菌の侵入および生育を抑制する

生体防御タンパク質であると考えられている。真菌の細胞壁成分をターゲット

とした抗真菌剤は，同じ真核生物に属する動物細胞には細胞壁が存在しないた

め，副作用を引き起こしにくいより安全なものである。これまでに，被子植物

であるガジュマルやパイナップル，裸子植物であるソテツ等からキチナーゼお

よびその遺伝子を単離している。本研究では，シダ植物からキチナーゼおよび

その遺伝子の単離し，その構造と抗真菌活性との相関について調べた。

【方法および結果】１２属１６種のシダ植物についてキチン分解活性を調べた

結果，イノモトソウ属に高い活性が認められた。中でも比較的活性の高かった

リュウキュウイノモトソウの葉よりキチナーゼ（ハe"s,ﾌﾉ"ﾉbﾉ"c"sjSChitmase，Pr

Chi)を単離した｡PrChiの分子量は約42,000であった｡PrChiはIWio庇7ｍαvか肱

に対して抗真菌活性を示した.ＰｒＣｈｉのＮ末端アミノ酸配列はペプチドグリカ

ン（細菌の細胞壁成分）結合能を有するＬｙｓＭドメインと相同』性が認められた。
mRNAを調製し,ＲＩとPCR法によりPrChiの遺伝子クローニングを行った結果，

ＰｒＣｈｉはＮ端側から２個のＬｙｓＭドメインと１個の触媒ドメインから成り，ド
メイン間はセリン，スレオニン，プロリンに富む領域で連結されていることが

わかった。この構造は植物由来キチナーゼとしては新奇のものであることがわ

かった｡本酵素におけるＬｙｓＭドメインの抗真菌活性に及ぼす役割について調べ
るために,PrChiの全長およびLysMドメインを欠失した変異体をそれぞれ大腸

菌で発現させ精製した。ＬｙｓＭドメインを欠失した変異体は全長を含むリコンビ
ナントタンパク質と比較して，同程度のキチン分解活性を示したが，抗真菌活

性は著しく低下した。これらのことからＬｙｓＭドメインがＰｒＣｈｉの抗真菌活性
の発現に大きく寄与していることがわかった。


